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新会社｢明治安田生命｣のコーポレートマークとロゴタイプが決定 
－明治生命・安田生命 合同部長・支社長会議にて発表－ 

 
  明治生命保険相互会社（社長 金子亮太郎）と安田生命保険相互会社（社長 宮本三喜彦）

は、２００４年１月に合併することに基本合意しておりますが、このたび、合併新会社 
「明治安田生命」のコーポレートマークおよびロゴタイプを決定しました。 
 

新しいコーポレートマークとロゴタイプの制作にあたっては、経営理念、企業ビジョン等

をふまえて、営業職員や職員の意見などを参考に決定しました。 
新しい「コーポレートマークにこめる意味・願い」は、以下のとおりです。 
 

 

「新しい生命（いのち）を包みこむ優しいゆりかご」 
 

人生は「ゆりかご」からスタートし、お客さまと生命保険との関わりもここから始ま

ります。 
私たちすべての営業職員と職員が大切にしなければならないことは、思いやり、優し

い心、そして、お客さまの立場に立った温かいサービスです。それは、まさしく「新し

い生命（いのち）を包みこむ優しいゆりかご」のように、お客さま一人ひとりをお守り

することといえます。 
こうした想いを、ハートも連想できる柔らかい曲線で表現し、お客さまを温かく包み

こむ明治安田生命の姿をイメージしております。 
また、成長のシンボルである「若葉」にもつながるように、緑と黄色を組み合せ、新

会社の若々しさを表現しています。 
さらに、無限大（∞）を想起させるデザインには、お客さまとの心のこもったお付き

合いを育み、お客さまとともに無限に成長しつづける私たちでありたいという願いもこ

められています。 

 
 
  また、明治生命と安田生命では、「部長・支社長会議」（３月５日、東京・経団連ホール）

を合同で開催し、この新コーポレートマークとロゴタイプの社内発表を行ないましたので、

合わせてお知らせします（別紙をご参照ください）。 
以上 

 





○「部長・支社長会議」の合同開催について 
この４月から両社の制度・規程・組織等を可能な限り整合させ、合併に向けた業務の運営を開

始します。その一環として、従来それぞれが経営管理職以上を対象に行なっていた会議を、今回、

初めて合同で開催しました。 
また、こうした業務運営をより円滑に推進するため、両社の４月１日付組織改正において

は、本社機能における部門制の採用、部・グループなどの組織名称や所管業務の一部統一等

を行ないます。 
・会議名称： 「明治生命・安田生命 合同部長・支社長会議」 
・ 日  時 ： ３月５日（水） 
・ 場  所 ： 経団連会館 経団連ホール（東京都千代田区大手町） 
・ 出席者 ： 両社の役員、部長、法人部長、支社長 等、４１０名（両社合計） 

別 紙 




